
全
市
町
村
で
導
入
へ

全
市
町
村
で
導
入
へ

全
市
町
村
で
導
入
へ

全
市
町
村
で
導
入
へ

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル

　
流
山
市
選
出
の
野
田
宏
規
議
員
は
、
2
月
県
議
会
で
2
回
目
の

一
般
質
問
に
登
壇
。
学
校
教
育
の
課
題
か
ら
、制
服
問
題
、出
願
手

続
き
、熱
中
症
対
策
、学
校
プ
ー
ル
等
に
つ
い
て
集
中
的
に
質
問
。

ま
た
、
子
供
の
健
全
育
成
問
題
、
自
転
車
の
飲
酒
運
転
根
絶
、
女

性
支
援
な
ど
県
民
生
活
に
密
接
し
た
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
当

局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
届
け
し
ま
す
。

制
服
・
出
願
手
続
き
・
熱
中
症
・
プ
ー
ル…

制
服
・
出
願
手
続
き
・
熱
中
症
・
プ
ー
ル…

制
服
・
出
願
手
続
き
・
熱
中
症
・
プ
ー
ル…

男
女
別
制
服 

適
切
か

男
女
別
制
服 

適
切
か

男
女
別
制
服 

適
切
か

権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
調

査
や
勧
告
を
行
う
権
利
擁
護
機

関
の
設
置
は
、子
ど
も
の
権
利

擁
護
を
推
進
す
る
施
策
の
一
つ

と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
子
ど
も
計
画
策
定

に
あ
た
り
、子
ど
も
か
ら
聴
く
意

見
も
踏
ま
え
、子
ど
も
の
権
利

擁
護
に
関
す
る
施
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
計
画
の
策
定

に
際
し
て
、子
ど
も
の

権
利
擁
護
機
関
を
調
査
し
、設

置
を
検
討
す
る
こ
と
。

続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
制
度
で
す
か
。

　

教
育
長　

本
県
の
高
校
入
学

者
選
抜
に
お
け
る
出
願
手
続
き

は
、
検
査
料
の
納
付
や
願
書
の

作
成
、
受
検
票
の
交
付
を
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
中
学
校
等
が
作
成
し
た

調
査
書
等
は
、
郵
送
で
高
校
へ

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
奈
良
県
で
は
、
中
高

共
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

全
て
の
出
願
手
続
き
を
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
で
き
ま
す
。

　

本
県
の
中
学
校
は
、
市
町
村

単
位
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
用
し

て
い
る
た
め
共
通
化
に
は
課
題

が
あ
り
、
先
進
事
例
を
参
考
に

研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
学
校
に
お
け

る
入
学
出
願
手
続
き
オ
ン

ラ
イ
ン
化
の
整
備
も
進
め
る
こ
と
。

　

高
校
入
学
者
選
抜
に
関
わ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

に
は
、
県
内
各
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
検
討
す
る
こ
と
。

●
熱
中
症
対
策
　　
　
　
　

　

野
田
議
員　

学
校
管
理
下
に

お
け
る
熱
中
症
の
予
防
と
対
応

が
課
題
と
な
り
、
米
国
の
学
校

で
は
、
熱
中
症
用
ア
イ
ス
バ
ス
を

設
置
す
る
と
い
い
ま
す
。

　

県
立
学
校
で
は
、
統
一
的
熱

中
症
対
策
を
行
う
べ
き
と
考
え

ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

　

教
育
長　

県
立
学
校
で
は
、
熱

中
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
積
極
的

に
体
を
冷
や
す
等
の
応
急
手
当
を

施
し
、
必
要
な
場
合
に
は
躊
躇
な

く
救
急
搬
送
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

ア
イ
ス
バ
ス
は
、
大
量
の
氷
の

準
備
や
手
順
の
練
習
が
必
要
で
、

学
校
等
で
は
ホ
ー
ス
で
水
を
か

け
続
け
る
方
法
や
冷
た
く
濡
ら

し
た
タ
オ
ル
で
冷
や
す
方
法
等

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

県
立
教
育
施
設
及
び

運
動
大
会
実
施
施
設
等

の
統
一
的
な
熱
中
症
対
策
の
再

整
備
を
検
討
す
る
こ
と
。

●
プ
ー
ル
問
題　
　
　
　
　

　

野
田
議
員　

今
、
学
校
教
育

に
お
け
る
プ
ー
ル
の
是
非
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
の
高
校

で
は
、
水
泳
の
指
導
や
プ
ー
ル

整
備
の
現
状
は
ど
う
で
す
か
。

　

教
育
長　

現
在
、
県
立
高
等

学
校
１
２
１
校
中
、
プ
ー
ル
設

置
の
学
校
は
57
校
で
、
そ
の
う

ち
22
校
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

水
泳
の
学
習
は
、
学
習
指
導

要
領
で
選
択
制
と
な
っ
て
お
り
、

プ
ー
ル
使
用
22
校
の
う
ち
、
授

業
で
活
用
し
て
い
る
学
校
は
９

校
、
部
活
動
の
み
は
13
校
で
す
。

　

な
お
、
使
用
し
て
い
な
い
プ
ー

ル
の
中
に
は
防
火
水
槽
と
し
て

活
用
し
て
い
る
学
校
も
あ
り
、

現
状
を
よ
く
確
認
し
た
上
、
大

規
模
改
修
時
に
撤
去
す
る
等
の

対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
流
山
高
校
ボ
ク
シ
ン
グ
部

　

野
田
議
員　

県
立
流
山
高
校

の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
、
老
朽
化

し
た
場
所
で
練
習
し
て
お
り
、

練
習
施
設
を
再
整
備
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

　

教
育
長　

同
部
が
練
習
場
と

し
て
使
用
し
て
い
る
施
設
は
、

全
体
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
撤
去
・
新
設
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

県
立
流
山
高
校
ボ
ク

シ
ン
グ
部
の
練
習
施
設

の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、
予
算

措
置
を
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
。

指
定
す
る
学
校
と
し
な
い
学
校

は
何
校
あ
り
、
理
由
は
何
で
し

ょ
う
か
。

　

教
育
長　

県
立
の
全
日
制
高

校
１
１
９
校
の
う
ち
、
１
１
８

校
が
制
服
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

指
定
の
理
由
に
つ
い
て
個
々

に
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

制
服
を
指
定
し
て
い
な
い
１
校

は
、
昭
和
40
年
代
に
生
徒
・
学

校
・
保
護
者
に
よ
る
話
し
合
い

の
上
で
、
学
校
長
の
判
断
に
よ

り
制
服
を
廃
止
し
、
以
後
指
定

し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

●
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
配
慮

　

野
田
議
員　

制
服
指
定
の
場

合
、
性
的
少
数
者
に
配
慮
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
長　

制
服
は
、
各
学
校

で
生
徒
や
保
護
者
等
の
意
見
を

参
考
に
、
最
終
的
に
は
校
長
の

判
断
に
よ
り
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
（
以
下
「
県

教
委
」）
で
は
、
そ
の
際
、
学
校

や
地
域
の
状
況
、
時
代
の
変
化

等
に
加
え
、「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
」
と
さ
れ
る
生
徒
に
配
慮
す
る

よ
う
、
各
種
研
修
会
等
で
指
導

し
て
い
ま
す
。

●
性
別
に
言
及
し
な
い
表
現

　

野
田
議
員　

説
明
資
料
は
、

●
学
校
の
制
服

　

野
田
議
員　

千
葉
県
立
学
校

の
制
服
は
、
自
由
や
人
権
を
制

限
す
る
可
能
性
を
は
ら
む
と
思

い
ま
す
。
近
年
、
制
服
を
標
準

服
と
す
る
考
え
方
も
出
て
き
ま

し
た
が
、
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

　

千
葉
県
立
学
校
で
、
制
服
を

性
別
に
言
及
し
な
い
表
現
に
す

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
長　

制
服
に
限
ら
ず
、

男
女
に
分
け
た
運
用
の
場
合
は
、

教
育
目
標
に
照
ら
し
て
適
切
か
、

合
理
的
な
必
要
性
が
あ
る
か
な

ど
、
十
分
に
検
討
し
決
定
す
る

よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
男
女
別
制
服
の
選
択　
　

　

野
田
議
員　

制
服
が
男
女
別

の
場
合
、
生
徒
が
着
た
い
制
服

の
着
用
を
認
め
て
い
ま
す
か
。

ま
た
手
続
き
は
必
要
で
す
か
。

　

教
育
長　

県
教
委
で
は
、
平

成
27
年
の
文
部
科
学
省
通
知
に

基
づ
き
、
自
認
す
る
性
別
の
制

服
を
着
用
で
き
る
よ
う
各
学
校

に
指
導
し
て
お
り
、
全
て
の
県

立
高
校
で
性
別
に
関
わ
ら
ず
ス

ラ
ッ
ク
ス
を
着
用
で
き
る
な
ど
、

配
慮
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
身
の
性
別
と
異
な

る
制
服
着
用
の
手
続
き
は
把
握

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
生
徒
が
負

担
な
く
制
服
を
選
択
で
き
る
よ

う
学
校
を
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
出
願
手
続
き　
　
　
　
　

　

野
田
議
員　

本
県
で
は
、
令

和
６
年
度
予
算
で
高
校
出
願
手

も
の
で
、各
支
援
機
関
等
と
の
円

滑
な
情
報
共
有
に
有
効
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、全
市
町
村

へ
導
入
を
働
き
か
け
て
お
り
、本

年
２
月
時
点
で
53
団
体
が
導
入

し
、残
る
１
団
体
も
検
討
中
で

す
。ま
た
、対
象
者
へ
の
普
及
率

は
、令
和
元
年
度
の
ア
ン
ケ
ー

計
画
を
１
冊
に
ま
と
め
た
フ
ァ

イ
ル
で
す
が
、課
題
も
あ
り
運
用

は
不
十
分
で
す
。

こ
の
フ
ァ
イ
ル
の
市
町
村
へ

の
導
入
は
、ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
の
で
す
か
。

知
事　

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、障

害
の
特
性
や
こ
れ
ま
で
の
発
達

に
つ
い
て
保
護
者
が
記
録
す
る

ト
で
は
、31
団
体
が
１
０
０
部

以
上
配
布
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、更
な
る
普
及
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

様
式
の
統
一
化
や
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

な
ど
、ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ

ル
の
更
な
る
活
用
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

●
子
ど
も
の
権
利
擁
護　
　

　

野
田
議
員　

本
県
も
子
ど
も

の
権
利
擁
護
機
関
を
設
置
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

健
康
福
祉
部
長　

子
ど
も
の

●
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル

野
田
議
員　

療
育
分
野
で
一

貫
し
て
支
援
す
る
た
め
の
情
報

伝
達
ツ
ー
ル
と
し
て
、本
県
で
は

「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
」

（
以
下「
フ
ァ
イ
ル
」）の
利
用
促

進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ

は
、療
育
が
必
要
な
児
童
生
徒

に
関
す
る
情
報
や
支
援
内
容
・
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宏　　規宏　　規

要望

要望

要望 要望

要望

2月県議会一般質問に
登壇した野田宏規議員

＜1＞ 令和６年５月２７日（月曜日）

2月県議会一般質問

学校の課題問う学校の課題問う学校の課題問う学校の課題問う



事業者の参画必要事業者の参画必要

野田宏規県議プロフィール

・平成元年

・平成27年
・平成31年
・平成3年

・平成4年
・平成5年

26歳で流山市議会議員に当選。
流山市議会議員に再選。  
流山市最年少で市民経済委員長
に就任。
筑波大学大学院に進学（翌年修了）。
千葉県議会議員選挙に立候補し、
初当選。県議会史上初めて平成
生まれの一般質問。

・千葉県議会文教常任委員会委員
・「校則と児童生徒指導を考える地方議員連盟」会長
・日本青年会議所関東地区協議会次世代教育委員長

□ 略　歴 □

□ 役　職 □

流山市に生まれる。
流山市立八木北小学校、常盤松中
学校、芝浦工業大学柏高校を経て、
同志社大学文化情報学部に入学。
大学卒業後、出版社に勤務。
地域活動専念のため退社。

●県政や流山市のまちづくりに関するご相談はお気軽にどうぞ

困
難
女
性

支 

援 

法

困
難
女
性

支 

援 

法

千
葉
県
あ
げ
て
対
応

千
葉
県
あ
げ
て
対
応

千
葉
県
あ
げ
て
対
応

千
葉
県
あ
げ
て
対
応

昨
年
は
33
件
検
挙

昨
年
は
33
件
検
挙

健
康
福
祉
部
長　

支
援
法

第
12
条
３
項
で
は
、女
性
自
立

支
援
施
設
に
児
童
を
同
伴
し
て

入
所
し
た
場
合
、当
該
児
童
へ

の
学
習
及
び
生
活
に
関
す
る

支
援
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

県
と
し
て
は
、児
童
を
同
伴

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、児
童
へ
の
学
習
及
び
生
活
に

関
す
る
適
切
な
支
援
が
行
え
る

よ
う
、必
要
な
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

支
援
法
を
参
考
に
事

業
の
確
立
を
鋭
意
進
め

る
こ
と
。

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
県
道
の
点
検
作
業
等

の
実
施
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
。

●
液
状
化
対
策
の
取
組　
　

野
田
議
員　

流
山
運
動
公
園

周
辺
地
区
の
一
体
型
特
定
区
画

整
理
事
業
は
、完
了
の
遅
れ
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、ま
た
、視

察
し
た
専
門
家
は
、能
登
半
島

地
震
の
よ
う
な
液
状
化
の
心
配

が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

こ
の
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
液
状
化
対
策
は
ど
う
で
す
か
。

都
市
整
備
局
長　

本
地
区
で

は
、国
が
定
め
た
宅
地
の
液
状

化
に
係
る
技
術
指
針
に
基
づ
く

可
能
性
判
定
を
行
っ
て
お
り
、南

部
の
一
部
で
、可
能
性
は
低
い
も

の
の
液
状
化
の
恐
れ
が
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、地
盤

改
良
な
ど
液
状
化
対
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
住
民
の
意
見
を
聞
く

野
田
議
員　

事
業
推
進
に
当

た
り
住
民
の
意
見
を
聞
く
べ
き

と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

都
市
整
備
局
長　

土
地
区
画

整
理
事
業
の
実
施
に
は
、住
民

と
の
合
意
形
成
が
大
変
重
要
で
、

計
画
段
階
か
ら
事
業
実
施
、見

ま
す
。

県
道
松
戸
野
田
線
流

山
市
南
地
先
以
北
の
４

車
線
化
を
早
期
検
討
す
る
こ
と
。

●
舗
装
道
路
の
修
繕
実
施
　

野
田
議
員　

同
線
の
舗
装
道

路
修
繕
は
ど
う
で
す
か
。

県
土
整
備
部
長　

流
山
I
C

か
ら
野
田
市
方
面
の
約
３
・
５

㎞
区
間
で
大
型
車
の
通
行
に
対

応
で
き
る
よ
う
、平
成
27
年
度

か
ら
舗
装
の
構
造
を
強
化
す
る

修
繕
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、舗
装
の
劣
化
状
況

を
把
握
し
計
画
的
な
舗
装
修
繕

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
　　
　

野
田
議
員　

道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
や
点
検
に
ド
ロ
ー
ン
は
有
効

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

県
土
整
備
部
長　

航
空
法
に

よ
る
制
限
や
安
全
面
か
ら
、道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
活
用
は
困

難
と
考
え
ま
す
が
、道
路
法
面

な
ど
目
視
確
認
が
困
難
な
箇
所

の
点
検
に
は
有
効
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、活
用
を
検

す
る
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、①

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
広
報
啓
発
推
進
②
酒
酔
い
運

転
を
含
め
た
悪
質
・
危
険
な
違

反
の
指
導
取
締
り
を
積
極
的
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
転
車
に
よ
る
酒
酔

い
運
転
の
検
挙
を
引
き

続
き
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
。

直
し
に
至
る
ま
で
、広
く
意
見

を
聞
い
て
お
り
ま
す
。

本
地
区
に
お
い
て
も
、区
画

整
理
だ
よ
り
な
ど
に
よ
り
、事

業
の
進
捗
状
況
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、毎
年
の
地
区
説
明
会

や
個
別
の
説
明
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。今
後
と
も
、広
く
住
民

等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
宣
言
店
等
へ
の
働
き
か
け

野
田
議
員　

根
絶
宣
言
店
等

へ
の
働
き
か
け
は
ど
う
で
す
か
。

知
事　

宣
言
店
等
に
対
し
て

は
、
飲
酒
し
た
利
用
客
へ
の
対
応

方
法
や
従
業
員
に
対
す
る
指
導

方
法
な
ど
具
体
的
な
行
動
例
に
つ

い
て
、
啓
発
用
冊
子
の
配
布
等
に

よ
り
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
飲
酒
運
転
根
絶
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
酒
酔
い
自
転
車
運
転
の
検
挙

野
田
議
員　

酒
酔
い
自
転
車

運
転
の
検
挙
は
ど
う
で
す
か
。

警
察
本
部
長　

県
警
で
は
、

令
和
５
年
中
に
、
酒
酔
い
運
転

を
33
件
検
挙
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
自
転
車
が
関
係
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会
議
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
り
、

市
町
村
等
が
組
織
す
る
実
務

者
会
議
や
個
別
ケ
ー
ス
検
討

会
議
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

●
看
護
す
べ
き
児
童
の
支
援　

　

野
田
議
員　

同
法
に
は
、困

難
を
抱
え
る
女
性
が
看
護
児
童

へ
の
学
習
や
生
活
に
つ
い
て
支

援
す
る
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
事
業
が
該
当
し
ま
す
か
。

況
確
認
や
支
援
方
針
の
見
直
し

等
を
行
う
実
務
者
会
議
及
び
、

個
別
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
詳
細
な

支
援
方
針
を
検
討
す
る
個
別
ケ

ー
ス
検
討
会
議
に
段
階
を
分
け

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

県
で
は
、県
、市
町
村
、女
性

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、女
性
相

談
支
援
員
、女
性
自
立
支
援
施

設
、民
間
支
援
団
体
等
の
関
係

者
を
構
成
員
と
し
て
代
表
者

健
康
福
祉
部
長　

支
援
法

に
よ
り
新
た
に
設
置
す
る
支

援
調
整
会
議
で
は
、複
合
的
な
課

題
を
抱
え
る
女
性
の
支
援
等

に
つ
い
て
対
応
す
る
事
と
な
り

ま
す
。

支
援
調
整
会
議
は
、県
が
主

催
す
る
支
援
体
制
の
全
体
像
の

把
握
や
評
価
等
を
行
う
代
表
者

会
議
と
、市
町
村
等
が
主
催
す

る
個
別
ケ
ー
ス
の
定
期
的
な
状

県
土
整
備
部
長　

当
面
の
対

策
と
し
て
、渋
滞
の
著
し
い
今

上
交
差
点
で
左
折
レ
ー
ン
の
延

長
な
ど
に
つ
い
て
設
計
を
進
め
、

今
後
、着
工
す
る
予
定
で
す
。

更
な
る
交
通
円
滑
化
に
つ

い
て
は
、周
辺
道
路
の
整
備
状

況
や
新
た
な
開
発
計
画
の
動

向
を
踏
ま
え
、地
元
市
と
連
携

し
な
が
ら
、検
討
し
て
ま
い
り

野
田
議
員　

県
道
松
戸
野
田

線
、流
山
市
南
地
先
以
北
は
、急

速
に
通
過
車
両
数
が
増
加
し
、

道
路
渋
滞
が
頻
発
し
て
道
路
破

損
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。早
期

に
、堅
牢
な
４
車
線
道
路
と
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

●
流
山
市
南
地
先
の
交
通
対
策

同
地
先
以
北
の
交
通
対
策
の

検
討
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

市
町
村
、
交
通
安
全
団
体
、
タ

ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
等
の
事
業
者

団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
転
車
事
業
者
等
に
つ
い
て

は
、
千
葉
県
交
通
安
全
対
策
推

進
委
員
会
で
意
見
交
換
し
、
協

力
し
て
広
報
啓
発
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
協
議
会
参
加
へ
の
働

き
か
け
は
、
関
連
団
体
の
意
向

等
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

協
議
会
に
自
転
車
に

関
連
し
た
組
織
が
参
画

す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
。

●
根
絶
協
議
会
へ
の
参
画

野
田
議
員　
自
転
車
の
飲
酒

運
転
根
絶
は
大
き
な
課
題
で
す
。

自
転
車
は
運
転
免
許
が
不
要
で
、

道
路
交
通
法
等
規
則
を
学
習
す

る
機
会
が
少
な
く
、
行
政
の
注

意
喚
起
が
届
き
づ
ら
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

県
飲
酒
運
転
根
絶
連
絡
協
議

会
へ
の
自
転
車
事
業
者
等
の
参

画
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

環
境
生
活
部
長　
千
葉
県
飲

酒
運
転
根
絶
連
絡
協
議
会
（
以

下
「
協
議
会
」）
は
、
県
、
県
警
、

●
支
援
調
整
会
議
の
組
織　

野
田
議
員　

令
和
６
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る「
困
難
女
性

支
援
法
」（
支
援
法
）に
よ
り
、女

性
へ
の
支
援
の
形
が
大
き
く
変

わ
り
ま
す
。

困
難
を
抱
え
る
女
性
に
支
援

を
行
う
支
援
調
整
会
議
の
組
織

化
と
実
施
に
つ
い
て
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、県
や
市
町
村
で

は
ど
う
実
施
さ
れ
る
の
で
す
か
。

自席から再質問・要望する野田宏規議員

区
画
整
理
事
業
で
液
状
化
の
恐
れ

県
道
松
戸
野
田
線
の
４
車
線
化
を

nodahiroki1989@gmail.com

要望

要望

要望

要望要望
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